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胄本市場拡充強化の仁めの税阻］改冗化

っtヽ て

`9999`" ● 99‘9 ● 99 只 9l 心 '9 ●'"'"『● ’’"`P•9999PImm•99999999 ● '99999’ ● 9’""’ ：● 99べ'"'"「'"""""証取宵・昭 39. 1 1. 99辺9999●"●'"""

（久J＜ー闊I戊れ＇1—:.J<) 1’,I、, l l月 9 日，

{r方／1！il喜虐t|¥ l i J J易c/)ll八充屑叶I]0)1 ← ;l) 0-):UMIl]忍り「し、._/_几ヽ ］に鮎皇，

これ，i’--Il[] ]ーる＇，隻刈；左

[』,1:ぴ）1｝、ji(9¥; i lE、, il if]‘ii）リi了1} }: | 1J [1リi(1 } 0) 1]閉｛兄l• ^ (})」fJ礼＇，！《・・しよりヽり， i］ i ] 1JI[ 

行if］」［lj―ドび）

て｛よ，

謀税，（しずる，

げる，

｝m など‘ヽこ応る（）

況亡方ヽ ／ぃ

骨汀じぷ／ C) ／「める仁い， I~］．什言び）砂汎Ij改［「にあ｛こっ

叩）f （ししヽり(I)し・（：げぅ".)-•(- 9 苫— U) ] /！：）、1'、け， (IJ和l[ Jり[f]

とし〖(_j)げえi胃くJt¥合，（［古］入杜lu.) |1[iI]‘り）訂りも，i)以泉分置

r 1 ] ] ]/] 

9
、
1
ヽI
J
 

一一
,̀. 
i
 -9
1
 

］と入り， 甘1叶t}く）以）＜I:~1.-]兄！1,1 ］ ／こ。

J,t;;,へ／八！こ：］）［こiよ，｝ ＜ iこ］兌(|』 I:(1)|/1111 

るい，／i，111|(/) 

9 / c ;←s, 、，＇［見，！i 0)  ↑ |

I
↓
 

ヽ 99”V-

；？こ [11,,さ，

し［I」[！ ］~八？ t、 （1ーぷ＇）/;:び）しよ， ［;11；；} I I [ JJ』り）JJ]I 

ぶア［IIl f以し， J見 1、(})I↓] l し〖'fi斤［Iり嗅：1 ：Iil iこ

C)ーし）―どlとし、う見J恥加いであ

）こ＇「ふ．［闊合，何％の分

}'「べ：i，J1)ヽ， ）9 /‘-り、人税：［ （」］［［J 38覧），左何゚ 9:1} [ ¥ I、IIi：るべぎか

I，！、と‘， J l｛本［If、JI,1：叫［＇i， 9し―-1,.]、9 ’’:、),1•しーしヽ I：！、し、 Cl

次いJ:lうりー〔ぷふ（9

査本市鳩拡充強化のための税制改正について
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置として，昭和35年以来累次にわたり配当所得と，利子所得の課税上の

均衡と企業の支払配当に対する課税方式の改苦を主版してきた。

当寄議会の主張の一音〖は実現をみたが，·企業の買本構成は，むしろ恵

化の傾向をたどってきた。

株式市場は需要の減汎から暫定的とはいえ強力な増資調整を余儀なく

した1手の低迷吠態を続けている。

層 賓．木市屯を拡充し企業の責本構成少是正することが，牡に開放体潤ヘ

移行した， とっての緊嬰i事であること またない。

資本市屯の見状ぷ：打1ji]し企業り）財筋体負を改苦辻しめるため，昭和40

ィ1度の税闊改Jー「に‘.Iiっては，次の記晶置炉訊詞られるよう

ものてある。

l. {I[r,1人1.」主0)配

う間置J～ることとし，

ーゞ［い，課税，上刊ず所衣］と均衡在］まかる真

場台には

配叫所訂もi凶［泉分離晶税紅改＿l［すること。

？． ］］：人悦率紅ついて以配当軽課尻砕な据置苫ー汲税半を栢力りl下げ

ること。

3. 

9

/

 

よび株式投資信託受益証券を少額）｛字盗非問税fl翡度の対匁に組

るとともに本詞足が資本出場の拡充に資するものとなるよう所妥

の改正を行なうこと。

なお，個人の全資飴所得が総合課税の原則に立ち帰ることを前捉と

すれば，法人税閥のJ皐則的あり方としてほ，法人段陪源泉課税法の採

用と，法人税率の可能な限りの引下げが望ましいと考える。
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